
令和 6 年度 

HIV 感染症薬物療法認定薬剤師・HIV 感染症専門薬剤師認定試験

出題基準と範囲 

(1) HIV感染症の基礎 

① HIV 感染症の概略について説明できる。 

② HIV 感染症の検査法等について説明できる。 

③ 針刺し事故対策について説明できる。 

(2) HIV感染症の臨床 

① HIV 感染症の治療ガイドラインについて説明できる。 

（専門：海外のガイドラインを含む） 

② HIV 感染症と最新の薬物療法を含めその変遷について説明できる。 

③ 日和見感染症とその治療について説明できる。 

④ 性感染症治療とその治療について説明できる。 

⑤ 免疫再構築症候群等のエイズ関連病変とその治療について説明できる。 

⑥ 血友病とその治療について説明できる。 

⑦ HIV/HBV 共感染の問題とその治療について説明できる。 

⑧ HIV/HCV 共感染の問題とその治療について説明できる。 

⑨ HIV 感染症を有する妊婦・女性・小児・高齢者の特徴と問題について説明できる。 

⑩ HIV 感染症患者の長期療養・合併症について説明できる。 

(3) HIV 感染症の薬物療法 

① 抗 HIV 薬に関する薬物動態、副作用、用法、用量、相互作用などの臨床薬理について

説明できる。 

② 日和見感染症、性感染症治療に関する作用のメカニズム、副作用、用法、用量、相互

作用などの臨床薬理について説明できる。 

③ 抗 HIV 薬の薬剤耐性について説明できる。 

④ 開発中の抗 HIV 薬や日和見感染症治療に関する未承認薬について説明できる。 

（専門：海外における開発状況及び国内での販売が中止となった薬剤を含む） 

(4) HIV 感染症の服薬指導とコミュニケーションスキル 

① HIV 感染症患者に対する服薬指導について説明できる。 

② 服薬アドヒアランスの概念について説明できる。 

③ 患者が自己決定に至る課程について説明できる。 

④ 患者、チームスタッフとのコミュニケーションスキルについて説明できる。 

⑤ チームとの関わりについて説明できる。 

(5）HIV 感染症医療チームにおける薬剤師の役割 

① HIV 感染症チームにおける薬剤師の役割を説明できる。 

② HIV 感染症治療の薬物療法に関する情報収集と評価を行うことができる。 

(6）HIV 感染症を取り巻く社会制度等 

① HIV 感染症患者の動向について説明できる。 

（専門：海外における状況を含む） 
② 高額療養費制度や自立支援医療等、HIV 感染症治療に関連する医療制度について説明

できる。 



③ 日本の HIV/AIDS に関する医療体制について説明できる。 

④ 薬害エイズについて説明できる。 

⑤ HIV 感染症の曝露前の内服を含む予防と教育について説明できる。 

(7）その他 

① HIV 感染症に関する最新情報を得ることができる。 

（専門：海外における状況並びに英文解釈を含む） 

※カッコ内は専門薬剤師認定試験の出題基準と範囲に含まれる。 

＜主な参考図書等＞ 

・電子化された添付文書、インタビューフォーム 

・令和 5年度厚生労働行政推進調査事業費補助金エイズ対策政策研究事業｢抗 HIV 治療ガイ

ドライン｣（2024 年 3 月） 

・(独)国立国際医療研究センターエイズ治療･研究開発センター  岡慎一監修「HIV 感染症 

 と そ の 合 併 症 診 断 と 治 療 ハ ン ド ブ ッ クVer4.1 」（ 2022版 ） 

（http://www.acc.ncgm.go.jp/medics/treatment/handbook/） 

・日本エイズ学会 HIV 感染症治療委員会，HIV 感染症「治療の手引き」（第 27 版） 

・令和 5 年度厚生労働行政推進調査事業費補助金エイズ対策政策研究事業「HIV 診療におけ

る外来チーム医療マニュアル」（改訂第4版） 

・日本エイズ学会・日本臨床検査医学会「診療における HIV-1/2 感染症の診断ガイドライン 

2020 版」（2020 年 6 月） 
・平成 28 年度日本医療研究開発機構エイズ対策実用化研究事業「HIV 薬剤耐性検査ガイド

ライン Ver.10」 

・日本医療研究開発機構エイズ対策実用化研究事業｢免疫再構築症候群 診療のポイント 

Ver.6｣ 

・日本肝臓病学会ガイドライン作成委員会「B 型肝炎治療ガイドライン」（第 4 版）2022 年 

6 月 
・日本肝臓病学会ガイドライン作成委員会「C 型肝炎治療ガイドライン」（第 8.2 版）2023

年 1 月 

・令和3年度厚生労働科学研究費補助金エイズ対策政策研究事業｢HIV 母子感染予防対策マ

ニュアル 第9版｣ 

・厚生労働省エイズ対策研究事業「HIV 感染症の医療体制の整備に関する研究班」 

広島県エイズ受託研究事業「中国・四国エイズブロック医療システム構築に関する調査研

究」Ver.7 なるほど！！血友病まねーじめんと（2022 年 2 月発行） 

（https://my.ebook5.net/aids-chushi/ketsuyu7/） 

・厚生労働行政推進調査事業費補助金エイズ対策政策研究事業「制度の手引き 第 9 版」

新潟大学医歯学総合病院感染管理部（2023 年 8 月） 

(https://www.med.niigata-u.ac.jp/ifc/tebiki/pdf/tebiki9.pdf) 

 ・令和2-4年度厚生労働省科学研究費補助金(エイズ対策政策研究事業) 「日本にお

ける HIV 感染予防のための曝露前予防(PreExposure Prophylaxis)利用の手引き

第 1 版」（2022年 11 月） 

・エイズ予防情報ネット（ＡＰＩ-Ｎｅｔ） http://api-net.jfap.or.jp/ 

・DHHS, Guidelines for the Use of Antiretroviral Agents in Adults and Adolescents 

with HIV, Feb 27, 2024 

・European AIDS Clinical Society (EACS) Guidelines Version 12, October, 2023 

・DHHS，Guidelines for the Prevention and Treatment of Opportunistic Infections 

in Adults and Adolescents with HIV, Sep 25, 2023 
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